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　果実食鳥は液果植物の種子散布者とされており、両者の関係は相利共生の
典型とみなされている。しかし果実を食べる鳥類には、採食様式の異なるさまざ
まなタイプ（採食タイプ）があり、なかには種子を破壊するものもいる。つまり鳥類
－液果の関係は、全体としてみると、共生関係だけでなく敵対関係も内包してい
る。だが、このことはしばしば見過ごされてきた。
　今回お話しする研究は、鳥類の多様な採食様式を考慮にいれて、鳥類－液
果の相互作用系を再検討したものである。まず、エノキ属の２樹種に対して、種
子食鳥イカルによる種子捕食がおよぼす影響を植物個体群スケールで評価し
た。３年間の調査の結果、イカルによる種子捕食が種子散布量を大きく制限す
ることを見いだし、また捕食量の樹種間・年間差とその規定要因について明らか
にした。つぎに、地域スケールにおける鳥類-液果の種間相互作用ネットワーク
に着目し、鳥類採食タイプと液果に対する食性幅(dietary breadth)との関連を
探った。ここでは神奈川県における市民モニタリングデータの分析からネットワー
クを再構成し、23種の鳥類の食性幅を定量化した。その結果、液果に対する食
性幅のちがいの一部が採食タイプで規定されていることを示した。
　以上の結果から、鳥類－液果間の相互作用の全体像について考えてみたい
と思う。


